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図版 1 遺申
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図版6遺構図(6)
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図 版 7 遺 構 図 (7 )
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図版8遺構図(8)
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図版9遺構図(9)B区中央部



図版10遺構図(10) B区中央部



図版11遺構図(ID C区南半部
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▲河川改修跡と大型木樋



図版14古代(2)

▲河川改修(西から)

▲杭列断ち割り(西から)

▲NROlと杭列群C (北西から)

▲丸太列(北から)

▲杭列群C (d列)としがらみ(北西から)



図版15古代(3)

▲木樋A(左)と木樋B (右) (北東から)

▲木樋-の導水溝(SDOl)と枕列(北から)



図版16古代(4)

▲木樋A (北東から)

▼木樋廃絶後の開渠(SD02)の断面(南西から)
▲上:木樋A内埋土(北東から)

▲下:木樋A取水部(南東から)



図版17古代(5)

▲木樋B (東から)

▲木樋B (蓋材除去) (東から)

▲木樋B乱杭(南から)

▲木樋B (南から)

▲木樋Bの横木(南から)



図版18古代(6)

▲木樋C (東から)

▲木樋C (蓋材除去) (東から)

▲木樋Cのえぐり込みといかだ穴(北から)

▲木樋C (北から)

▲木樋Cの取水部(東から)



図版19中世(1)

▲屋敷地A北半部(北西から)

▲水田跡及び関連遺構(北西から)

▲調査区北半部全景(北西から)



図版20中世(2)

▲屋敷地B中心部北半(南東から)

▲屋敷地B中心部南半(東から)

▲屋敷地B東溝・屋敷地C西溝(南から)

▲屋敷地B南港,屋敷地D北溝(東から)



図版21中世(3)

▲屋敷地C南溝・屋敷地E北溝(西から) ▲大型土坑(西から)

▲屋敷地E中心部(北西から) ▲SD61遺物出土状態(北から)



図版22中世(4)

▲SD06 (北から)

▲SD46 (北から)

▲調査区全景



図版23中世(5)

▲SE08 (上:南東から,下:南から)

▲SEIO (上:南東から,下:南西から)



図版24中世(6)

▲SE04 (上:東から,中:東から,下:南東から)
▲SE07 (上・中・下共に南から)

▲SXIOl (南から) ▲SX102 (南から)



図版25中世(7)

▲SXOl (南東から)

▲SX19 (南から)

▲SX18 (南から)

▲SX22 (南東から)

▲SX08 (北から)

SXll (北西から)ト



図版26中世(8)

▲SX17 (東から)

▲SX20 (北から)

▲SX06 (北西から)

▲SX17 (南から)

▲SX07 (北西から)

▲SXIO (南東から)



図版27中世(9)近世

▲SB05 (南東から)

▲SKIOll (南西から)

▲SKOl (北から)

▲SD201 (北東から)



図版28古代の遺物



図版29中世の遺物(1)くSD6Kl)〉

(1:4)



図版30中世の遺物(2)くSD6K2))

(1:4,皿は1:3)



図版31中世の遺物(3)くSD6K3))

(皿は1:3,鍋は1:5)



図版32中世の遺物(4)くSD6K4))

(1:5)



図版33中世の遺物(5)く供膳具椀・皿)

(椀は1:4,皿は1:3)



図版34中世の遺物(6)く供膳具・皿)



図版35中世の遺物(7)く調理具・貯蔵具)



図版36中世の遺物くその他)

(1:4最下段は1:2)
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